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知の好循環・人材の好循環
~コマツの事例~

コマツ（株式会社小松製作所）
CTO室 技術統括部
高野 史好

2021年1月22⽇のシンポジウムでの発表資料
「産学連携の取り組み~コマツの事例~」の抜粋版
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東京大学
社会連携講座 (2007~)

東京工業大学
組織的連携協定 (2015~)
共同研究講座 (2015~2018)
コマツ革新技術共創研究所 (2019~)

横浜国⽴大学
包括連携協定 (2004~)

⾦沢大学
連携推進協定 (2005〜)

大阪大学
連携推進協定 (2005~)
共同研究講座 (2006~2014)
コマツみらい建機協働研究所 (2015~)

産業技術総合研究所
連携・協⼒に関する協定 (2014~)
Human Augmentation 連携研究室 (2020~)

産学連携マップ 〈国内〉

 開発・生産拠点に近い大学・研究機関との連携
 国内の約30の大学・研究機関と連携

(海外を含めると、40機関以上と連携)
 うち6機関とは「組織」対「組織」の連携体制を構築

2021年1月現在
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自前主義にとらわれず、大学・研究機関等の研究リソース
（人材、知識、技術、研究インフラ、ネットワーク等）を活用し、
将来ビジネスに必要な技術を創成

具体的なねらい・期待する効果
① 研究成果の商品への適用・実用化
② 社内の技術⼒向上、新たな知⾒の獲得
③ 共同研究等を通じた社内技術者のレベルアップ
④ 学生のコマツに対する認知度・理解度の向上

産学連携のねらい
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アカデミアにとっての研究は、「Whyの探求」
コマツにとって研究は、「Howの探求」①

アカデミアにとってのアウトプットは、「論⽂」、「人材育成」
コマツにとってのアウトプットは、「製品」、「サービス」、「人材育成」②

Why
0%

How 
100%

Why
100%

How
0%コマツ

アカデミア

論⽂ 製品
サービス

人材
育成

アカデミア コマツ

それぞれのアウトプット（それぞれの⽴場）

 まずは、アカデミアとコマツの⽂化・考え⽅の違いを相互理解することが必要
⻑い連携の歴史の中で、信頼関係が醸成され、徐々に歩み寄ることも可能
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 大学とコマツの⽂化・考え⽅の違いを相互理解
 コマツ側ニーズと大学側シーズのマッチング (技術の目利き)

協働研究所・連携研究室など
（コマツ向け技術の開発）

コマツ
《協働研究所・連携研究室などの設置》

 研究成果の商品への適用・実用化
 社内の技術⼒向上、新たな知⾒の獲得
 教員間の横の連携 (研究の高度化)
 人材育成 (コマツ技術者、学生)
 人材流動 (特任教授、社会人Dr.コース、

クロスアポイントメントなど)
 学生のコマツへの理解度・認知度の向上
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大学側
コーディネータ

（教授クラス）

コマツ側
大学担当者

（大学出身者など）
橋渡し
人材

横の連携

「組織」対「組織」の連携と言えども、
「個人」の⼒量・裁量は重要︕
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《クロスアポイントメント制度の活⽤》

※ 経産省・⽂科省「クロスアポイントメント制度のススメ」より抜粋

知の好循環・人材の好循環 〈２〉
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※ 経産省・⽂科省「クロスアポイントメント制度のススメ」より抜粋

知の好循環・人材の好循環 〈３〉

コマツみらい建機協働研究所の “二重構造性”
「企業性」 + 「学術性」

役に⽴つ研究 ぶっ飛んだ研究 https://www.eng.osaka-u.ac.jp/department/ja/gsoe/dome/ral-dome/
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ご清聴ありがとうございました。


